













































































８×２０＝ 答え ｇ160 160
② この針金 の重さは、13cm
８× ＝ ｇ 答え ｇ13 104 104
ｂ）倍比例
① の針金は５ の４倍。20cm cm
長さが４倍になれば、重さも４倍に
なるはずだから
×４＝ 答え ｇ40 160 160
② の針金は、５ の 倍13cm cm 2.8
長さが 倍になれば、重さも 倍2.8 2.8
になるはずだから
× ＝ 答え ｇ40 2.8 104 104
ｃ）外比（対応のきまり）






















、 、 「 」で そのときの根拠として ここでは 等分
を用いる。長さが５等分されれば、重さも５
等分されるはずである（２量の比例関係）か
ら、１ の重さは、 ÷５＝８から８ｇとcm 40
求まる。
つぎに、 分の重さを考える。 は20cm 20cm
１ の 倍であるから、 の重さは、cm 20 20cm








０ □ （ｇ）８ 40
（割合）
20１ ５





















係に着目し、 は５ の４倍である。20cm cm
長さが４倍になれば、重さも４倍になるはず
（２量の比例関係）であるから、 の重20cm
40g 40 160 160gさは の４倍で、 ×４＝ から
と結論づけられる。言い換えれば、５ をcm
１と見れば、 は４と見られる。 に20cm 5cm
対応する を１と見た時、４にあたる重さ40g


















































13cm cm 2.6 2.6は５ の 倍にあたる 長さが。
倍になれば、重さも 倍になるはず（２量2.6
13cm 40gの比例関係 であるから の重さは） 、
の 倍で、 × ＝ から と結論2.6 40 2.6 104 104g
づけられる。言い換えれば、５ を１と見cm
れば、 は と見られる。 に対応す13cm 2.6 5cm
40g 2.6 40る を１と見た時、 にあたる重さは


























2.6る大きさである しかし △は具体的には。 、
である。問題①のように１目盛りを１にする
と、 を目盛りは、１目盛りを 等分して2.6 10
新たな下位の目盛りを設定しなければならな
い。そこで、 を１目盛りで表し、 を２0.1 2.6
10６目盛りで表すことにする。そうすると、
































〔 〕図５ ５目盛りで１のとき 目盛りは？40
ａ目盛りが１のときｂ目盛りにあたる大き
。（ 、 ）さを求める ただし ｂがａで整除できる
＜倍比例（整数倍）問題（２）＞
□0 40
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問題の意図 問 題 正答
( )番号 率 %
比例する異種 整数倍 ４ ① ７０□
の２量で、１
あたり量の明 小数倍 ② ３３
示なしの欠損 （分数倍）
値問題
帰 一 法 問 題 ８目盛りが １ ８２56 （ ）
（１） ６目盛りが ２ ７９48 （ ）
ａ（任意）目 ７目盛りが ３ ８６42 （ ）
盛りにあたる ８目盛りが ４ ７５2.4 （ ）
大きさがｎの ６目盛りが ５ ７５2.4 （ ）
とき、１目盛 ８目盛りが４ ７ ７１（ ）
りに当たる大 ８目盛りが２ ８ ５０（ ）
きさを求める 目盛りが５ ９ ６８10 （ ）
タイプの問題 目盛りが４ ６４10 10（ ）
目盛りが７ ６４10 11（ ）
倍比例(小数 ５目盛りが１ ５４（ ）12
倍）問題(１) のときの 目13
ａ（任意）目 盛り
盛りにあたる ４目盛りが１ ３９（ ）13
大きさが１の のときの 目13
とき、ｂ目盛 盛り
り（ｂがａで ２目盛りが１ ６８（ ）14
整除できない のときの９目）
に当たる大き 盛り
さを求めるタ ６目盛りが１ ３６（ ）16
イプの問題 のときの 目15
盛り
倍比例（小数 目盛りにあ ３２10 18（ ）
倍 問題 ２ たる大きさが） （ ）
10 25目盛りにあ ７のとき、
たる大きさが 目盛り








正 答 誤 答 計
問 正 ９名 ０名 ９名
題 答 ３３％ ０％ ３３％
② 誤 １０名 ８名 １８名
答 ３７％ ３０％ ６７％













問題番号（ ）～（ （ ） ２５％12 14 16）
倍比例(小数倍)問題(２)タイプ ７名







































































（ ）（ ）倍比例 １ ２
タイプ ﾀｲﾌﾟ整数倍 小数倍
４① ４ ②児童 12 13 14 16 18 19 □ □
Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 倍比例 倍比例
Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 倍比例 倍比例
Ｃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 倍比例 帰一法
Ｄ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 倍比例 帰一法
Ｅ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 倍比例 帰一法
Ｆ ○ ○ ○ × × ○ 外 比 帰一法
Ｇ ○ ○ ○ ○ × × 倍比例 倍比例
Ｈ × × ○ × × × 倍比例 帰一法
不能Ｉ × × × × × × 倍比例 判断
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